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１.  はじめに  

谷津川 

高瀬川 
谷津干潟 

谷津干潟は，ラムサール条約に登録され，世界

的に重要な湿地である．しかし，近年干潟内で大

量のアオサが繁茂していることにより，干潟とし

ての機能を失いつつある．さらに，ここ数年，ア

オサは干潟内においても越冬することが確認さ

れ，問題が拡大している． 

 

 

 

 

 

 

そこで本研究では，谷津干潟と東京湾内のアオ

サの遺伝子解析により，アオサ種の特定および流

入源の検討を行った．  

 

図‐２ 谷津干潟 

 

2.3  海の公園 ２.  アオサ採取場所 

 神奈川県横浜市金沢湾内に位置する人工海浜

である．首都圏有数の親水空間でありながら，ア

オサの異常繁茂が大きな問題となっている． 

2.1  谷津干潟 

  千葉県習志野市に位置し，谷津川と高瀬川によ

り東京湾と海水交換を行う，面積約 40ha の潟湖

化干潟である（図‐２）．谷津干潟では，1995 年

頃からアオサが異常に繁茂し，現在では干潟のほ

ぼ全域がアオサに覆われている． 

３.  解析方法 

採取してきたアオサからDNAを抽出するため，

液体窒素を用いアオサを凍結し，粉砕した．次に

結果の精度を高めるために PCR法により DNAの 2.2  三番瀬 

  東京湾最奥部，千葉県船橋市沖に広がる干潟，

浅瀬で，面積は約 1,200ha である．最近ではアオ

サが影響し，従来からのアサリの生息地やノリの

漁場の減少を引き起こしている． 
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 図‐１  アオサ採取場所 
図‐３  解析方法フローチャート 

 

 谷津干潟，遺伝子解析，アオサ 
〒275-8588 千葉県習志野市津田沼2-17-1 千葉工業大学 工学部 土木工学科  



 1   2     3 

1kbp 700bp 

 1:1kb DNA Ladder 
2:Ulva PCR products
3:100bp DNA Ladder

 

 

 

 

 

 

 

 

増幅を行った． 

PCR とは，1 つの 2 本鎖になっている DNA 断

片の鎖を熱で 2つの 1本鎖にし，それぞれの DNA

断片にプライマーを用い 2つの 2本鎖に複製（図

‐４）し，それを数十 cycle行うことで DNA断片

を増幅することである（図‐５）． 

PCR法により増幅させた DNAについて電気泳

動を利用し長さごとに分類する．分類したものに

ついて，4種類の塩基物質（A：アデニン，T：チ

ミン，C：シトシン，G：グアニン）を配列し，ア

オサ種の推定，比較を行った． 

４.  結果と考察 

4.1  アオサ種の推定 

  電気泳動により得た結果の 1 部を図‐６示す．

これらの結果と文献 4）を基に谷津干潟における  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アオサ種の推定を行った結果，塩基配列は Ulva 

rigida と非常に酷似していることがわかった．ま

た，三番瀬，海の公園についても同種である可能

性が高いことがわかった．しかし，三番瀬では数

種類のアオサが確認されており，3 箇所について

さらなる検討が求められる． 

4.2 採取場所別 DNAの比較 
図‐５ PCR法によるアオサの遺伝子増幅

 塩基配列の 1部を図‐７，図‐８に示す．解析

により得た塩基配列をそれぞれ比較した結果，三

番瀬と海の公園では塩基配列にほとんど違いが

見られなかったが，谷津干潟のアオサに関しては

いくつかの変異が確認された．このことより，谷

津干潟のアオサは干潟内での生息や繁殖によっ

て，谷津干潟固有の遺伝子変異が起こった可能性

が示唆され，そのことが越冬する原因になったも

のと考えられる． 

 TTGGGCCGGTTTCCTGCCCATCGTTTCGGGAA 

 

TTGGGCCGGTCTCCTGCCCATTGTTTCGGGAA 

 

 

 
図‐７ 三番瀬と谷津干潟の比較 

 

 
TTGGGCCGGTTTCCTGCCCATCGTCTCGGGAA 

 

TTGGGCCGGTCTCCTGCCCATTGTTTCGGGAA 

 

 

 
図‐８ 海の公園と谷津干潟の比較 

 
５． まとめ  
 アオサの遺伝子解析を行った結果，以下のこと

がわかった． 
（ａ）谷津干潟 

(1) 谷津干潟，三番瀬，海の公園においてアオサ

種の検討を行ったところ，これらの塩基配列

は，Ulva rigidaと推定された． 
(2) 谷津干潟のアオサ DNA には，他の 2 地点と
は違う変異があることがわかった．  
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